
Unit13 接 尾辞とアクセント(3)

013-A  単 語に接尾辞が付いたときアクセントの位置は変化しないが、アクセントの

ある音節の母音の発音が変化する単語がある。

013-B  ア クセントのある音節の母音の発音が変化するのと同様に子音の発音も変

化する単語がある。

013‐C  ア クセントのある音節の母音の発音が変化し、また母音や子音のスペルが

変化する導語がある。

●13‐D  単 語に接尾辞が付いたときアクセントの位置が変化し、さらに一つまたは

それ以上の音節で発音が変化する単語がある。

Unit14 接 頭辞とアクセント(1)

014‐A  接 頭辞とある単語が組み合わさってできる単語がある。

例えば、disl主keではdisの部分が接頭辞 (preix)にあたる。

よく使われる接頭辞

・de‐    ・il―    ・un‐

・dis―    ・re‐

*dislikeのように接頭辞 disを取っても意味の成す単語もあれば、renOunce

や denOunceのように reや deを取ると意味を成さない単語もある。

●14‐B  普 通、接頭辞は強調されないが、会話の中で特に対比を強調するときのみ

接頭辞が強調される。

●14‐C 接 頭辞 de‐ゃ re‐の付いた単語では、その部分が強調されない場合/dl‐/や/rl―/

という発音になり、接頭辞に第ニアクセントがくる場合/diVや/riVの発音に

なる。

また、de‐や reいの付く単語のうち、その単語が動詞として使われるとき/-1‐/

の発音になり、名詞として使われるとき/‐舌/の発音になる単語がある。

014-D 接 頭辞 re‐から始まる単語は、同じスペルでも 「再びJと いう意味かそうで

はない意味かによってアクセントの位置と意味が異なってくる。


